第９３回例会（兼忘年会）　京都

日時：2011年12月17日（土）17時30分～21時30分　

場所：創作料理　佳久　本店　

　　　〒604-0823　京都府京都市中京区押小路通柳馬場西入竹屋町169-2　

　　　TEL . 075-231-9671

http://www.k2.dion.ne.jp/~kakyu/index.html

参加者（敬称略）9名
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・居原田晃司・奥山登・川村康文・日下和信
・藤原清・松林昭・山下芳樹・吉村勇治

・松井真由美

発表順（敬称略）
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川村康文・・・つながる思いプロジェクトの進捗報告と

　　　　　　　ふーふー発電
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このふーふー発電の名づけ親は田山さんです。この実験は，以下のような歴史を経ています。
　西野田電工の菅さんに紹介されて大阪ＪＣが主催したカンボジア・ミッションに参加しました。カンボジアの小学校に，ラジオを聞き続けることができるサボニウス型風車風力発電機の実機を置いてきました。さらに，子供たちには，サボニウス型風車について知ってもらえるように，卓上用サボニウス型風車を作ってもらいました。このとき，予算が無いとのことで，段ボールと竹串とフィルムケールで作りました。
　本年10月8日，理科大で，ビターズ・エンド社さんと「明かりを灯す人」というカンヌ映画祭にも出品された映画とコラボして，“今だからこそ学びたい、大人が楽しめるエコ エネルギー授業”を行うことになりました。予算が無いといわれてましたので，今後も予算がなくてもできるサボニウス型風車をと考え，カンボジアにもっていったサボニウス型風車で行うことにしました。
　田山さんが，このサボニウス型風車を使って，当研究室で開発した交流発電機で発電させられないのと，質問をされましたので，研究室でトライしたところ，うまくいきました。藤田君が大活躍してくれました。その後，発電機を，やぐらの中にいれようということになり，さらに，月かわりふーふー発電となっています。
　現在は，
12月は，クリスマスバージョン
1月は，角松バージョン
2月は，まだですが，金閣寺の雪化粧か，バレンタインバージョンか，赤鬼さん青鬼さんか，，，
3月は，お雛さまで，おだいりさんとおひめさんのバージョンが完成しています。
そして，田山さんの春を待つ気持ちの表れでしょうか？さくらバージョン！4月です。
ここまでは，ホームページにアップしていますので，どうぞ，よろしくお願いします。
5月は，こいのぼりと兜など五月人形
6月は，いちごのなる頃
7月は，サーフィン・サボニウス
8月は，大文字の送り火
9月は，おじいちゃん・おばあちゃん・サボ
10月は，ハリーウイーン・サボ
11月は，もみじですね。
2月が３つも候補があるのですが，，，，
こんなことを，続けることで，自然エネルギーについて，広く市民のみなさんに考えて頂けるよう伝えていきたいと思います。
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２．山下芳樹・・・本年の取り組みを振り返って　

① 京都女性協会さんとの連携で「母と娘のため理科教室」

② 京大親子理科実験教室での学生主体プログラム「ピタゴラスイッチにみる理科の学び」以上２点の取り組みです。

1 は、山崎友紀先生（法政大学教授），また坂東昌子先生（ＮＰＯ法人あしんしゅたいん理事長）の公開講座，並びに
1） 武田富美子（立命館大学準教授）のワークショップ・・原子にだってなれる（理科
にドラマを）
2） 工藤博幸（奈良学園中・高等学校教諭）・・女の子だからこそ見抜けるお菓子の
化学　 
3） 山下芳樹（立命館）・・家庭でこそ，価値を高める実験のいろはという，「親しみ、
楽しみ、生かす」理科を展開しました。

　各講座には，将来教員を目指す立命館大学学生をＴＡとして配置し，実践から学び取る｛アクティブラーニング」を身を以て体感させることをもねらいとしており，概ね目標が達成できたかと思います。

　②は、１２月２５日（日）に「ピタゴラスイッチをつくろう」を切り口に，計画・企画・運営・実施に至るまで、すべてを学生主体で実施させるという初めての試みでした。

　３回生主体，立命館小学校での２週間の実習を追えたとはいえ，子どものニーズ把握から，小学校１年生から６年生までの学習段階にマッチした「素材作り」に至るまで，すべてをデザインすることは初めての体験であり，連日連夜，相当の議論を積み重ねての実践となりました。なお，実践の記録（当日の録画）は，ＮＰＯ法人あいんしゅたいんのＨＰにアップされています（予定です）ので，是非ご覧下さい。

　実践を通して学び取ることの重要さは，随所で言われてはいますが，そのような場を提供し，そして何よりも，寄り添う姿勢に徹することが望まれます。

３．松井真由美・・クリスマスレクチャー報告
１２月１７日に近畿地方発明センターにて，クリスマスレクチャーをしました。プログラムについては，EネットHPに掲載。

今回一番のメイン，サボニウス型風車風力発電機（ふーふー発電）については，たいへん難しい工作でしたが，原理や仕組みがわかりやすいものとなっているので，子どもたちは難しいながらも，一生懸命作っていました。親子やスタッフの協力で，最後まで仕上げる子どもたちが多かったです。

子どもの発明ですごいな～と思ったのは，他のプログラムの浮沈子が沈んでしまったものを出す方法として，水を抜かず取り出す方法を考えた子どもがいました。サボニウス型風力発電機の材料に使われるネオジウム磁石を使って取り出してました。こちらは，ほのぼのとしてとっても楽しそうでした（＾＾）

当日を振り返っての感想ですが，今は、簡単に便利なものが手に入ってしまう時代です。

ですが，もの作りは，苦労してつくりあげることも大切かと思います。きっと，今後も，川村先生バージョンの実験器具は，「え～、これ作るの？？」とスタッフも目が点になっちゃうものが出てくるかもしれませんが，皆さんで「苦労＝楽しい」となるよう工夫していけたら良いな～と思いました。よろしくお願いいたします。
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４．吉村勇治・・平成23年度　地方での活動報告
「ストロー飛行機、回折格子によるスペクトル観察など」
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サイエンスEネットの紹介やご協力をいただき，下記のとおり実験教室等を実施した。 

(1) 佐賀県成和小学校　親子レクレーション

（親子実験教室）

　　　回折シートによる光のスペクトル観察，ストロー飛行機作成～飛行記録会

(2)　山陽小野田市科学博覧会

　　　　　霧箱による放射線の観測，ガイガーカウンターによる自然放射線の計数，手回し発

　　　　　電機によるＬＥＤ・蛍光灯・白熱電球の消費電力の違い

(3)　山陽小野田市中高連携教育出前授業

　　　回折シートによる光のスペクトル観察および回折格子・CDを使ったレーザー光線に

よる回折現象の観察

　参加した小中学生は、実験自体、ありきたりの実験ではあるが、実際に自分自身の手で実験観察を行うことに対して，喜びを感じていたようである。今後も，体感する喜びを少しでも与えて行きたいと思う。
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５．居原田晃司・・「カードゲームで環境教育」

地球温暖化・生物多様化の要素を取り入れた地球環境カードゲーム「マイアース」は「生き物」カードを使い地球を守る「青い地球プレイヤー」と、「地球温暖化」カードを使い地球を壊す「赤い地球プレイヤー」に分かれて対戦する，子どもが遊びながら楽しく環境を学ぶことができるカードゲームです。

このゲームは，①手軽に入手可能，②準備がいらない，③親子で対戦できる，④カードを追加できる等，すばらしい特徴を持ち合わせています。

近畿地方で広く認知されることを目標にさまざまなイベントで「マイアース」を広めていく活動していきます。
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６．日下和信（日下教育研究所）・・「授業の５段階表」
授業屋、日下和信が３０年掛けて，色々思案しながら「授業の分類をしまして、表にしたものです」。

１段階：「伝える授業」⇒理屈抜きで正しく伝える授業。文字の記憶・パソコンの使い方など。忘れて覚えるという特性から，何度でも優しく教えてやることが大事。

２段階：「教え込む授業」⇒多人数に効率的に知識を教え込んでいく。日本の方々でされている一般的な授業

３段階：「考えさせる授業」⇒自分の頭で考えさせる。そのためには「考え方」というものを理解している必要があること。この授業には，サブパターンが５種類ある。一問一答型から一問多答型，さらには問題点まで考えて取り組むところまで。⇒‘ただただ考えなさいと指示するだけの授業も世間にはあって，どういう授業をすれば考えさせることになるのか’が，なかなか解らない先生も多い。

４段階：「自ずから考える授業」＝調査・研究をやらせるレベルの授業。このレベルの授業は，見かけ上は，学習者中心で，教師脇役型になるが，本当にこの授業を実行するには，教師側に高い力量が必要になる。多数の生徒の学習をチラッと一瞥した観察で一人ずつの状況把握が出来て，学習の組織化がうまく行っているかを自己反省的に見ていく。自由にやらせながら，脱線しないように注意を払い，質問に的確に答えられるように待機しているくらいの余裕が要る。

５段階：「諭しの授業」⇒これは，大人も子供も含めて，反対者も含めて，「とりあえずは、静かに話を聞いて貰う」にはどう場を演出し，コントロールするかの要諦を示した。やんちゃ坊主に教え諭すことが出来れば，クラスが良くまとまり，いじめなども早晩解消してしまうのだけれど。この授業？のポイントは，授業者の「人格力」が決め手になる。その意味では，教師は，人格を磨き，人間性を高めて，“人格的感化力”を持つ必要がある。

５段階は，例外的で，通常の授業では，上の四通りの授業をどのように使い分けて学習を組み立てるかというコトです。

７．松林昭・・・・科学好きな子どもを育てる親子理科実験教室の取り組み
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　　　　－京都大学での親子理科実験教室ー

　

　親子理科実験教室は，私が退職と同時に，ＮＰＯ法人あいんしゅたいん坂東昌

子理事長に雇用され，法人スタッフと京都大学理学部，サイエンスＥネットが共

催する形で，小学生向きの実験教室がたちあがった。２年間を通しての実験教室

で，実践してきたことの下記の３点について報告した。

1 親子理科実験教室の目的

2 実験教室の取り組み

3 実験教室の内容と成果

　２年間の実験教室では，ＮＰＯ法人の坂東理事長，松田理事，法人スタッフと当時，サイエンスＥネット理事長の山下先生，理事の川村先生，藤原事務局長の尽力により，理科好きな子どもの育成と親子さんへの理科への興味・関心を促すこと，また，現場の先生方に役立つ教材・実験方法・授業構成等の役に立てるような実践を行ってきた。

　今後も，２年間の実験教室で得られた実績，成果をもとに，継続的に親子理科実験教室が開催できることを願っている。

８．藤原清・・・「科学の甲子園第１回全国大会」（ＪＳＴ主催）に「企業協働

　　　　　　　　　パートナー」として（株）リテンが参加
　「科学の甲子園第１回全国大会」（ＪＳＴ主催）に「企業協働パートナー」として
（株）リテンが参加する事になりました。
　つきましてはサイエンスＥネットの皆様にぜひ「デモ実験ショー」のアイデア提供と実験の協力をお願いした。
